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商学部における商業学
　　関連科目の展望
原　田　俊　夫
??
　1903年（明治36年），早稲田大学に商科予科が設置され，翌1904年（明治37年），
大学部商科が専門学校令のもとに創設され，1907年（明治40年）に，大学部商科
として，238名の卒業生をはじめて世に送り，その後，1920年（大正9年）には
商学部と改称され，分岐した専門都商科とか，専門学校商科とともに，引き続
き発展の一路を辿り，戦争などの厳しい試練を蒙りながらも，昭和24年に新制
大学としての第一商学部および第二商学部が発足するまでに，旧制商学部は，
12，049名，専門部および専門学校は，それぞれ11，886名，3，494名一旧制商学
部は昭和26年，他は昭和25年に最終卒業老を出した時点の人員一の学才を輩出し
た。
　第一商学都および第二商学部は，戦後の新制大学として，昭和24年に，上記
旧制度を引継ぎ，1965年（昭和40年）第二商学部の学生募集を停止，更に，1973
年（昭和48年）に廃止され，今日のように，新制商学部一本になるまでは，モー
ニソグ・セヅションおよびイブニング・セッショソとして，さまざまな階層の
学生諸君に対し，大いに貢献してきたものである。
　いまや，新制商学部一本として，助手を含め専任教員95名，兼任164名一
昭和50年4月1日現在一一，学生数6，130名一昭和50年4月末現在一を数え，学
内でも，特に代表的な学部の一つとなっている。
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　この商学部のなかでも，商業学とか，マーケティソグ関連科目は，中心的な
重要性をもつ一系列といえよう。
　昭和50年度現在では，これらに関係する科目として，いわゆる専門科目第二
都では，商業経済，商業経営，広告論，商品学などをあげることができ，また，
これらに特に深い関連をもつものとして，流通経済論，証券・金融，経済地理，
民法・商法なども忘れることはできない。一方，国際的な商取引に関するもの
としては，当然，貿易論，貿易実務などをあげることができよう。また，専門
科目演習では，マーケティソグ研究A（宇野政雄教授），マーケティソグ・マネ
ジメソトI・】I（原田俊夫教授），セールス・フォース・マネジメソト（田中由多
加教授），広告管理論I・皿（小林太三郎教授），広告基礎論研究I・1I（亀井昭宏
助教授），杜会とマーケティング（石井和彦講師），商晶学研究（飯島義郎教授），
現代商晶の研究B（飯島義郎教授），国際マーケティソグ研究I・I［（伊・東克巳教
授），貿易政策論I・皿（町田実教授），貿易理論の研究（田中喜助教授），貿易契
約論（朝岡良平教授），貿易慣習論（朝岡良平教授），国際商取引の研究I・n
（椿弘次助教授），外国為替論I・工［（山口幸三講師），経済地理学研究皿（宮下史
明助教授），物的流通システム（阿保栄司教授），情報科学B（五百井清右衛門教授），
幕末貿易史の研究（入交好俺教授），観光事業論I・I［（栗原孟男講師）などが設
置されている。さらに，語学系統でも，貿易英語I・lI（伊東克巳・篠田義明．
鳥谷剛三各教授，椿弘次助教授），貿易スペイソ語I・］I（中島清也講師）などがあ
り，英語経済学I・■の講読課程のなかでも，商業とかマーケティソグに関す
るものはきわめて多いといえよう。
　上記のうち，とりわげ多くの学生にとり中心科目となる昭和50年度専門科目
第二部についてみると，商業経済5クラスの選択者合計は1，732名で，うち2
クラスは原田俊夫教授（選択学生数825名），3クラスは宇野政雄教授（選択学生
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数352名），清水滋講師（選択学生数117名），十合胱講師（選択学生数438名）が
担当し，交換経済とマーケティングの必要，マーケティングの制度的，機能的，
商品的研究ならびに経営的研究をなし，また，マーケティソグと商業，商業の
意義と領域ないし商業の仕組みたどを中心とするマクロ・マーケティソグ的ア
プローチ，現代経済機構中にしめるマーケティソグの立場などを明らかにする。
それとともに，売買契約の締結と売買の諸形態，価格の形成と売価政策，卸売
商業・小売商業・伸継商業の諸形態，マーケティソグ経路間題，商品の売渡，
売渡品の託送手続き，商品の受入れと保管，危険の種類とその対応策，資金の
調達と運用，代金の支払と回収などの諸間題にも触れる，といった内容である。
　商業経営は，原田俊夫教授が担当し，マーケティソグ・マネジメント的立場
から商業の経営方式についての研究がおこ恋われる。従って，その内容として
は，マーケティ：■グ計画のたて方・考え方，マーケティ：■グ予算の編成と運用，
販売分析，特に，販売の傾向変動とか季節変動に関する究明，仕入と商品管理，
各種の販売促進策，マーチャソダイジソグに関する検討，セールスマン活動と
その組織化問題，ディーラー・ヘルプスとディーラー・プロモーションの諸課
題，マーケティソグ的観点からみた財務管理のあり方，消費者の購買行動に関
する研究などがとりあげられる。（昭和50年度クラス数1，選択学生数387名）
　広告論は，小林太三郎教授の担当で，現代広告の考え方と広告の定義とその
機能，広告の種類，広告とマーケティソグの関係，プロモーショソと広告の関
係，消費者行動と広告，広告環境諸間題，広告の組織，広告計画のプロセス，
広告戦略，媒体戦略・媒体価値，表現戦略・表現技術，国際広告活動，広告効
果，広告予算，広告倫理・法規，最近の広告重要問題などが取扱われる。（昭和
50年度クラス数2，選択学生数790名）
　商晶学は，飯島義郎教授が担当し，現代商品の本質，個別商品の特性，広義
の商品政策のあり方などをめぐって，杜会科学の立場から展開される認識体系
であるという立場を中心とし，また，歴史と理論を基盤とする純粋商品学と，
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政策を指向する応用商品学の両分野があることをふまえて，それぞれの領域に
おげる重要課題を対象としての分析論究がすすめられる。（昭和50年度クラス数
3，選択学生数314名）
　さらに，国際的商取引もしくはマーケティング分野を構成するものとして，
昭和50年度には，次のような講座とその内容が専門科目第二都としては用意さ
れている。
　貿易論　この科目は，町田実教授および大畑弥七教授により分担されてい
る。町田実教授担当のものについては，国際貿易に関する総論的研究が目的と
され，杜会経済的背景から，国際貿易の発生，発展の過程が検討され，さらに，
貿易政策，理論についての科学的，体系的研究がおこなわれる。貿易論は相互
に関連する広汎な問題を取扱うので，広い視野と綿密な態度で究明する。（昭
和50年度クラス数2，選択学生数642名）また，大畑弥七教授は，国際貿易の理論
を，実物的側面と貨幣的側面の二面からアプローチする。前者は国際貿易の純
粋理論であり，後者は国際貿易の貨幣間題の分析である。そこで，前者を中心
とするアプローチでは，古奥派，新古奥派経済学から展望し，比較優位論と価
格競争に焦点をおき，貿易の均衡理論，経済成長や関税間題を取扱い，後者を
中心とする研究では，国際収支，外国為替，国際通貨問題に焦点をあて，さら
に，これら以外にも，経済統合，南北間題，多国籍企業など，最近の国際貿易
問題を論究する。（昭和50年度クラス数2，選択学生数677名）
　貿易実務　この科目は，朝岡良平教授（昭和50年度クラス数2，選択学生数154
名）および伊東克巳教授（同年度クラス数2，選択学生数231名）が担当する。売
買差益の獲得と所有権の移転をともなう国際的な商品売買活動こつき，輸出入
企業がどんな機能とか，組織とかをもって，いかにその目的を果たすか，その
活動はどのようにして市場に及ぶかなどにつき，貿易の概念と研究方法，貿易
取引の形態と組織，貿易売買の基礎理論，貿易契約の，品質・数量・価格・船
積・保＝険・決済・その他の主要条項，定型貿易敢引条件，貿易価格の採算条件
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と構成要素，貿易契約の履行，貿易紛争と商事仲裁などがとりあげられる。ま
た，政府と国際的な条件や機関が貿易の実際にどのような関係と影響をもつか
についても検討される。
??
　以上のような諸科目を中心とし，これにきわめて深い関連のある流通経済論，
証券，金融，経済地理，民法，商法などをはじめとL，前述のような，さまざ
まなゼミナール科目が多数用意され，それぞれの分野での研究を一層深めうる
ようになっている。と同時に，語学の諸分野でも，商業・貿易・マーケティソ
グに関する諸科目があり，これらをも通じて，研究を高める機会はなかなか多
いといえよう。
　前述の商業経済は，新制大学となってからは，1953年（昭和28年）にはじめて
開設され，当初は，第一，第二商学部を通して原田俊夫教授が担当したが，翌
年から，宇野政雄教授と分担し，その後，両教授の留学その他の関係などから，
清水晶講師，岩本一美講師，上岡一嘉講師，桐田尚作講師にも，年次により分
担されたことがある。なお，1949年（昭和24年）に新制大学が創設されてから4
年問は，商業経済の前身ともいう形で，配給論が第一・第二商学部こ設置され，
いずれも原田俊夫助教授が担当していた。さらに，旧制犬学時代には，昭和20
年～23年まで，学部では，商業経済という科目で，上坂酉三教授（現在名誉教
授）が，専門部では，商業概論または商業経済という科目名で，故池田英次郎
教授，上坂酉三教授，田村講師が，また，専門学校では，商業総論とか配給論
という科目で，上坂酉三教授がそれぞれ担当されていた。さらに遡ると，昭和
17年～19年には，学部では配給論という科目名で，故小林行昌教授が，専門部
では，商業学という科目名で外国為替なども含め，やぱり同教授が，専門学校
では商業通論という科目名で，故池田英次郎教授が担当されていれさらに，
昭和元年（大正15年）～16年までは，故小林行昌教授が，商業経済とか，売買論
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とか，商業学というように多少科目名を変更しながらも終始担当されていた。
一方，昭和5年～16年まで，専門部では商業学という科目のもとに，故小林行
昌教授と上坂酉三教授（現名誉教授）が併列担当され，今日の早稲田商業学の
うちでも，きわめて著しい特色づけをなしていたといえよう。専門部の商学関
係講座は，昭和元年から4年までは，商業学として故小林行昌教授が開講され
ていた。専門学校では，昭和元年から16年まで，商業学または商業経済と時に
名称変更しながら，故小林行昌教授が担当され，昭和8年までは・上坂酉三教
授も，平行講座として担当されていた。さらに，大正年問とか明治を回顧して
みても，商業学という科目が略毎年科目配当表中の中心部にみられ，しかもそ
れが1学年終了とのみは限らず，2ヵ年問または3ヵ年間にわたり分課履修で
きる体制になっていた年度もあり，多彩な商業学研究への道が古くより開かれ
ていたことに対し，今更ながら，惟いを新たにするものがある。ただ残念なこ
とに，大正年間以前のものについては，筆者の利用しうる資料では，担当教授
名が記入されていないので，担当者名は省略せざるを得ない。
　商業経営に関する科目は，戦後に大きく開花したといわれるが，いわゆる商
業学の経営的側面とか，売買論などのなかに，その萌芽とか鋭い示唆があった
といえよう。また，その内容は不詳だが，大正年間に商業経営学という科目が
数年にわたり設置されていたことを付言しておこう。
　広告論が，新制商学部の専門科目第二部として科目編成にいれられたのは昭
和41年で，小林太三郎教授がそれ以後専ら担当されているが，それ以前からも，
専門科目第三部演習としては，広告管理論，広告媒体論，広告論などの科目名
で昭和28年頃から，多くの学生の研究対象となり，終始，同教授がその指導に
あたってこられた。太平洋戦争中とか，直後は，今日とは著しく時代が異って
いたため，この科目は中断状態に一なっていたが，商業学とか，商業経済の講座
中，Lぱしばとりあげ考究の対象となっていたといえよう。また，戦争前にも，
単独科目としての広告論は見かけないが，商業実践とか，商業通信文とかのな
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かで，随所にとりあげられていたようである。
　商品学は，昭和32年以降，飯島義郎教授が終始授業を担当しているが，昭和
25年には宇野政雄助教授，昭和26年～31年までは，飯島義郎教授と宇野政雄教
授が分担し，新制下におけるこの分野の講座を形成してきた。旧制時代には，
昭和22年～23年の専門部は宇野政雄講師が，学部や専門学校については，昭和
8年～24年まで，上坂酉三教授（現名誉教授）が担当Lむ但し・戦時中およ
び戦後の一時期は物資論という名称で呼ばれていた時もある。とともに，昭和
15年位までは，上坂酉三教授担当の商業通論ないし商業学の重要な項目として
商品学が取扱われていたようである。こうした形の商品学は，遡って昭和2年
まで，学部については上坂酉三教授が担当されていた。しかし，専門部や専門
学校では，昭和元年から7年まで，坂口武之助教授が商品学という名称の講座
を開設していた。
　貿易論は，昭和29年以降，田中喜助教授，町田実教授が分担されているが，
昭和38年には，町田実教授にかわり，朝岡良平教授および故柳井講師が，また
昭和39年以降は田中喜助教授が担当Lた。昭和26年～28年までは，宇野政雄教
授が（但し昭和28年には町田実教授も）さらに新制大学発足の昭和24年，25年
には，上坂酉三教授（現名誉教授）が講座を受持っていた。旧制時代には，貿
易論は，戦争中など一時交易論と呼ぼれたが，上坂酉三教授の独壇場だったと
いえよう。但し，昭和7年～15年位までは同教授担当の商業通論中の中心部門
の一つとして，貿易問題がとりあげられていたようである。
　貿易実務は，昭和37年以降，朝岡良平教授と伊東克巳教授が担当し，昭和34
年～36年は伊東克巳教授が単独で，また新制大学発足以後，昭和33年までは，
上坂酉三教授（現名誉教授）が担当していた。旧制時代にも・この科目は・昭
和6年以降，終始，上坂酉三教授の担当で，戦時中一時，セミナー科目となり・
また，戦争直後，一時記録が不明な部分もあるが，単独科目として，また時に
は，同教授担当の商業通論中での重要分野として講座が維持されてきた。また，
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昭和の初期としての昭和5年までは，この科目をトレバージョンズ教授が担当
していたことも，記録に残っている。商学部での実践性の強い科目分野として，
貿易論より長い歴史をもち，大正時代の商学部科目にも，担当者は記録がない
が，ずっと載せられているのも注目すべきである。
　以上，商学部設置の専門科目第二部中，特に，商業学，マーケティングに関
するものの回顧を試みてきたが，これらを中心として，関連する幾多のセミナ
ー科目が，各時代々々の特色と，学問的分化ないし中心的論究点をとりいれな
がら設置されていたことはいうまでもない。細かくは，その一つ一つについて，
内容とか，推移を記述すべきだが，余白の関係上，省略せざるを得ない。もち
ろん，今日の商学部の科目が多彩にわたり，広い研究領域をもって論究されて
はいるが，ふりかえってみると，商品取引所，証券取引所，倉庫論，関税論，
商業政策，商業実践，商業通信文，商業史などの諸科目が，旧制時代には，さ
かんに中枢科目として採り上げられていたことも，今後の科目編成にあたり，
大いに再考すべきではなかろうか。
　いずれにぜよ，商学部関係科目のうちでも，商業学やマーケティングが今後
において果たすべき大きな役割りを考えて，総合的に対処検討すべき重要性を，
今更のように感ずる次第である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（50．　9．　30）
　〔追加〕昭和51年4月からは，商業学＾が新設の基礎科目として設置され，
商学部1年度生の必修科目として4クラス置かれ，宇野政雄・原田俊夫両教授
が2クラスずつ担当する予定である。また，商業経営も1クラス増設され，宮
沢永光講師が担当することになっている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（51‘2．　18）
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